
５
月
臨
時
会
で
は
、
中
央
小
学
校
第
１
期
建
築
主
体
工
事
に
係
る
請

負
契
約
締
結
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
で
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
に
伴
う

補
正
予
算
や
副
市
長
の
選
任
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
た
ほ

か
、
本
会
議
及
び
委
員
会
で
は
、
財
政
健
全
化
の
推
進
、
口
蹄
疫
対
策
、

美
原
公
設
小
売
市
場
廃
止
な
ど
に
つ
い
て
論
議
が
あ
り
ま
し
た
。

新
設
し
た
財
政
健
全
化
推
進
室
の
役
割
に
つ
い
て

…
…

特
命
的
に
財
政
健
全
化
に
係
る
調
整
機
能
を
担
う…

…

22
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
財
政
健
全

化
推
進
室
に
つ
い
て
、
本
会
議
及
び
委

員
会
で
論
議
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
４
月
に
組
織
を
立
ち

上
げ
て
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞

き
た
い
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
は
、
財
政
健
全
化
推
進
室
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
に
関
す
る
改

革
プ
ラ
ン
の
実
行
や
新
た
な
自
治
体
経

営
の
あ
り
方
を
含
め
、
総
体
的
な
政
策

立
案
を
担
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た

も
の
で
あ
る
。
財
政
健
全
化
に
向
け
た

こ
の
間
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
財
政

健
全
化
対
策
会
議
」
を
設
置
し
、
庁
内

関
係
課
に
よ
る
作
業
部
会
で
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
釧
路
公
立
大
学
と

の
共
同
研
究
に
よ
る
「
釧
路
市
都
市
経

営
戦
略
会
議
」
に
お
い
て
、
客
員
研
究

員
あ
る
い
は
事
務
局
と
し
て
、
そ
の
運

営
に
携
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

答
え
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
で
は
、
財
政
健
全
化
推

進
室
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
各
部
の

取
り
ま
と
め
役
で
は
な
く
、
市
長
直
属

の
部
署
と
し
て
行
財
政
改
革
を
誘
導
、

推
進
す
る
役
割
を
担
う
権
限
を
与
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

市
長
は
、
財
政
健
全
化
推
進
室
は
、

全
庁
横
断
的
な
立
場
で
財
政
健
全
化
に

係
る
総
合
的
な
調
整
機
能
を
果
た
す
特

命
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
積
極
的
に
各
部
署
に
検
討
を
促
し

緊
密
な
連
携
の
も
と
に
調
整
を
図
る
よ

う
期
待
し
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

釧路市都市経営戦略会議であいさつする市長

〈会派略称説明〉 市民連：市民連合議員団 公 明：公明党議員団 清風会：清風会 自新ク：自由新政クラブ
阿音ク：阿寒音別クラブ 共産党：日本共産党議員団 市政ク：市政クラブ

議 会 日 程
５月臨時会

５/11
提案説明／委員会審
査・採決／委員長報
告／本会議採決

６/３
議会運営委員会
６/８
石炭対策特別委員会

６月定例会
（会期10日間）

６/９
市政報告
提案説明
質疑・一般質問
６/10、11
質疑・一般質問
６/14～16
常任委員会審査
６/17
委員会採決
６/18
委員長報告
本会議採決「「旅旅路路

みみららいい

」」菅菅
かかんん

野野
のの

睦睦
むむ

月月
つつきき

ささんん（（東東高高校校３３年年））
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〈
市
民
連

渡
辺
慶
藏

議
員
〉

問

チ
リ
沖
地
震
の
際
、
避
難
所

に
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
が
な
く
大

変
苦
労
し
た
と
聞
い
た
。
計
画
的

な
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

指
定
避
難
施
設
の
改
築
や
新

築
の
際
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
関
係

部
局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

〈
自
新
ク

戸
田

悟

議
員
〉

問

水
産
業
の
資
源
の
高
付
加
価

値
化
と
多
面
的
活
動
に
向
け
、
新

し
い
観
点
で
の
施
設
整
備
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

魚
揚
場
は
、
老
朽
化
や
衛
生

管
理
、
耐
震
化
等
に
課
題
が
あ
る

が
、
事
業
会
計
の
経
営
改
善
も
含

め
、関
係
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

〈
公

明

秋
田
慎
一

議
員
〉

問

亜
細
亜
大
学
硬
式
野
球
部
が

合
宿
を
行
う
と
聞
い
た
が
、ス
ポ
ー

ツ
合
宿
な
ど
の
誘
致
に
向
け
た
取

り
組
み
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答

22
年
度
は
新
た
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、
全
国
・
全

道
大
会
な
ど
の
機
会
に
誘
致
セ
ー

ル
ス
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

〈
清
風
会

笠
井
龍
司

議
員
〉

問

一
次
産
品
の
高
付
加
価
値
化

に
向
け
、
食
に
関
連
す
る
企
業
・

研
究
機
関
な
ど
の
ク※

ラ
ス
タ
ー
化

を
提
案
す
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

答

地
産
地
消
く
し
ろ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
場
で
、
よ
り
横
断
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
情
報
の
共
有

化
を
図
り
、
有
機
的
に
つ
な
げ
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
共
産
党

石
川
明
美

議
員
〉

問

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

け
る
一
部
負
担
金
の
免
除
に
つ
い

て
、今
後
ど
の
よ
う
に
周
知
を
図
っ

て
い
く
の
か
。

答

被
保
険
者
全
員
に
配
付
す
る

同
制
度
の
お
知
ら
せ
に
掲
載
す
る

な
ど
、
市
と
し
て
可
能
な
限
り
周

知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

〈
阿
音
ク

松
永
征
明

議
員
〉

問

口
蹄
疫
は
ア
ジ
ア
各
国
で
ま

ん
延
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
受
け
入

れ
対
策
は
必
要
な
い
の
か
。

答

釧
路
空
港
内
で
消
毒
マ
ッ
ト

に
よ
る
靴
底
消
毒
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
大
型
客
船
の
乗
降
用
タ

ラ
ッ
プ
に
も
同
様
の
マ
ッ
ト
を
設

置
し
、防
疫
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

〈
市
政
ク

土
岐
政
人

議
員
〉

問

道
に
よ
る
阿
寒
川
治
水
対
策

に
関
し
、
22
年
度
の
具
体
的
な
施

策
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答

22
年
度
は
、
桜
田
・
阿
寒
町

北
町
地
区
の
区
間
で
、
河
道
の
拡

幅
工
事
、
ま
た
、
阿
寒
川
の
河
口

部
で
、
10
カ
年
の
計
画
期
間
に
よ

り
護
岸
の
整
備
に
着
手
す
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

〈
無
所
属

草
島
守
之

議
員
〉

問

入
札
制
度
の
見
直
し
に
係
る

新
た
な
取
り
組
み
に
関
す
る
、
今

後
の
進
め
方
を
聞
き
た
い
。

答

一
般
競
争
入
札
に
お
け
る
予

定
価
格
の
事
後
公
表
や
品
質
確
保

の
点
か
ら
最
低
制
限
価
格
基
準
の

引
き
上
げ
な
ど
の
改
善
を
図
る
。

な
お
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

〈
市
民
連

宮
田

団

議
員
〉

問

子
育
て
支
援
や
世
代
間
交
流

等
の
地
域
福
祉
活
動
を
行
え
る
場

づ
く
り
を
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答

施
設
の
改
築
等
の
際
に
、
世

代
間
交
流
等
を
行
え
る
福
祉
の
場

を
つ
く
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、

地
域
全
体
で
支
え
る
福
祉
活
動
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
阿
音
ク

鶴
間
秀
典

議
員
〉

問

財
政
の
中
長
期
計
画
と
し
て
、

釧
路
版
の
減※

税
自
治
体
構
想
を
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

減
税
の
た
め
に
基
金
を
積
み

立
て
る
こ
と
は
不
可
能
な
財
政
状

況
に
あ
る
た
め
、
行
財
政
改
革
へ

の
取
り
組
み
を
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
清
風
会

菅
野

猛

議
員
〉

問

市
職
員
の
再
就
職
に
つ
い
て
、

そ
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
要

項
等
を
定
め
、
再
就
職
状
況
と
と

も
に
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

54
人
が
関
係
団
体
等
に
再
就

職
し
て
い
る
が
、
要
綱
に
基
づ
き

公
平
性
や
透
明
性
の
確
保
を
図
っ

て
い
る
。
再
就
職
先
の
状
況
の
公

開
等
は
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に

研
究
し
て
い
き
た
い
。

〈
共
産
党

村
上
和
繁

議
員
〉

問

普
天
間
訓
練
の
一
部
を
、
矢

臼
別
演
習
場
に
移
転
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
認
識
を
聞
き
た
い
。

答

実
弾
射
撃
訓
練
が
地
域
住
民

に
不
安
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
米
安
保

を
ベ
ー
ス
に
今
日
の
日
本
の
平
和

が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て

の
負
担
軽
減
が
課
題
と
考
え
る
。

〈
清
風
会

黒
木

満

議
員
〉

問

美
原
公
設
小
売
市
場
廃
止
は
、

地
元
住
民
と
の
協
議
で
結
論
を
出

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答

地
元
住
民
の
要
望
は
、
食
料

品
店
の
早
期
再
開
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
民
間
へ
の
早
期
売
却
を
図
る

た
め
廃
止
を
提
案
し
た
。

〈
共
産
党

梅
津
則
行

議
員
〉

問

美
原
公
設
小
売
市
場
を
廃
止

す
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
懸
念
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答

生
鮮
食
料
品
中
心
の
小
売
店

舗
と
し
て
、
長
く
営
業
を
継
続
す

る
意
欲
の
あ
る
商
業
者
に
出
店
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
住
民
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

�
※ クラスター化とは、相互に関連のある企業などが、取引・情報・資金・人材等の面でぶどうの房（クラスター）
のように結びついている状態のこと。

※ 減税自治体構想とは、東京都杉並区で取り組みが進められているもので、毎年、予算の一定額を積み立てて、
将来その運用益によって特別区民税（市民税に相当）を減税する構想。

本

会

議

６
月
９
〜
11
日

質
問
者

14
人

質
疑
・
一
般
質
問

口蹄疫対策として市役所玄関前に掲示の啓発ポスター

施設の老朽化などで見直しが求められている市設魚揚場



ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
活
用
構
想

に

ぎ

わ

い

創

出

が

重

要

釧
路
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
に
て
報
告
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
活
用
構
想
の
検
討
結
果

に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
を
聞
き

た
い
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
は
、
同
協
議
会
で
報
告
さ

れ
た
高
い
テ
ナ
ン
ト
入
居
率
の
確

保
な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
同
協

議
会
で
は
、
引
き
続
き
再
開
発
事

業
を
活
性
化
の
柱
と
し
て
、
優
先

的
に
検
討
を
進
め
る
と
の
判
断
が

示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
検
討
作

業
の
進
展
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
内
容
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
は
、
何

よ
り
に
ぎ
わ
い
創
出
が
重
要
で
あ

る
と
答
え
ま
し
た
。

産
炭
国
石
炭
産
業
高
度
化
事
業

24

年

度

以

降

の

継

続

を

産
炭
国
石
炭
産
業
高
度
化
事
業

継
続
に
向
け
た
要
請
行
動
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
予
算
の
確
保
だ
け

で
は
な
く
、
24
年
度
以
降
の
事
業

継
続
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

理
事
者
は
、
ま
ず
は
23
年
度
国

の
概
算
要
求
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
市
と
し
て
も

同
事
業
を
重
要
懸
案
事
項
の
一
つ

と
し
て
盛
り
込
み
、
国
会
議
員
及

び
関
係
機
関
に
要
請
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
同
事
業
単
独
で
の
要
請

活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
よ
う
に

動
い
て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

乳

児

家

庭

全

戸

訪

問

子

育

て

の

不

安

解

消

へ

22
年
４
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
に
つ
い
て
、

概
要
と
訪
問
を
行
っ
て
の
所
感
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
者
は
、
訪
問
は
生
後
２
カ

月
程
度
を
め
ど
と
し
て
行
っ
て
お

り
、
４
月
に
70
戸
、
５
月
に
91
戸

を
訪
問
し
た
。
１
件
当
た
り
40
〜

50
分
程
度
の
所
要
時
間
の
中
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
用
い
て
産
後
の
状

況
を
確
認
す
る
ほ
か
、
母
子
の
健

康
状
態
や
養
育
環
境
の
把
握
、
子

育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
助
言
・

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
訪
問
し
た

家
庭
か
ら
は
、「
子
育
て
に
不
安
も

あ
っ
た
が
、
助
産
師
さ
ん
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
安
心
し
た
。」

と
の
声
が
あ
り
、
お
お
む
ね
歓
迎

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る

と
答
え
ま
し
た
。

「

く

し

ろ

阿

寒

百

年

水

」

３

万

本

を

試

験

製

造

へ

阿
寒
湖
畔
浄
水
場
の
水
道
水
に

よ
る
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
く
し

ろ
阿
寒
百
年
水
」
の
試
験
製
造
に

伴
い
、
販
売
方
法
等
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
並
び
に
理
事
者
は
、
水
道

水
の
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、

地
元
資
源
を
活
用
し
た
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
、
観
光
振
興
・
地
域

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

３
万
本
を
製
造
す
る
。
そ
の
う
ち

約
１
万
５
千
本
を
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
会
議
な
ど
に
使
用
し
、

約
１
万
本
を
観
光
振
興
の
観
点
か

ら
阿
寒
湖
畔
地
区
で
の
販
売
用
に
、

残
り
の
５
千
本
を
市
内
販
売
用
に

と
予
定
し
て
い
る
。
増
産
に
つ
い

て
は
、
需
要
動
向
を
見
き
わ
め
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
答
え

ま
し
た
。

消

防

分

団

の

新

設

予

定

昭

和

方

面

が

先

行

消
防
分
団
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
、
美
原
方
面
、
昭
和
方
面
に
分

団
が
新
設
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
た

が
、現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

理
事
者
は
、
美
原
方
面
に
つ
い

て
は
美
原
公
設
小
売
市
場
駐
車
場

へ
の
開
設
を
予
定
し
て
い
た
が
、

地
域
住
民
か
ら
の
意
見
を
受
け
、

現
在
、
他
の
未
利
用
市
有
地
も
含

め
て
候
補
地
を
検
討
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
25
年
度
開

設
を
め
ど
に
進
め
て
い
る
。一
方
、

昭
和
方
面
に
つ
い
て
は
、
昭
和
中

央
土
地
区
画
整
理
組
合
の
保
留
地

を
候
補
地
と
し
て
23
年
度
に
施
設

建
設
、
24
年
度
開
設
の
計
画
と
し

て
お
り
、
昭
和
方
面
を
先
行
し
て

新
設
す
る
見
通
し
に
な
る
と
答
え

ま
し
た
。

�

委
員
会
審
査

６
月
８
・
14
〜
17
日

４
常
任
委
・
１
特
別
委

建
設
常
任
委
員
会

石
炭
対
策
特
別
委
員
会

財
政
経
済
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

石炭産業高度化（炭鉱技術移転）事業による実習

地域ブランド化が期待される「くしろ阿寒百年水」

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

市
政
に
つ
い
て
知
る
よ
い

機
会
で
す
。
市
議
会
が
ど
の

よ
う
に
会
議
を
行
っ
て
い
る

か
、傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

個
人
・
各
種
団
体
・
サ
ー
ク

ル
な
ど
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

次
回
の
９
月
定
例
会
は
、

９
月
８
日
�
午
前
10
時
か
ら

開
会
の
予
定
で
す
。



永

年

在

職

議

員

表

彰

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

で
次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
、
６
月

定
例
会
に
先
立
ち
、
議
長
か
ら
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
員
在
職
20
年
以
上
〉

宮
下
健
吉
議
員

千
葉
光
雄
議
員

な
お
、
同
総
会
に
お
い
て
二
瓶

雄
吉
議
長
が
、
正
副
議
長
と
し
て

在
職
４
年
以
上
の
特
別
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

議

員

の

辞

職

を

許

可

大
森
昌
子
議
員
か
ら
、
４
月
30

日
に
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

議
長
は
同
日
、
こ
れ
を
許
可
し
ま

し
た
。

組

合

議

会

議

員

の

互

選

大
森
昌
子
議
員
の
辞
職
に
伴
い
、

釧
路
公
立
大
学
事
務
組
合
議
会
議

員
に
欠
員
が
生
じ
、
梅
津
則
行
議

員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

「
林
活
議
連
」
総
会
を
開
催

釧
路
市
議
会
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
（
略

称
「
林
活
議
連
」
藤
原
厚
会
長
）

の
定
期
総
会
を
６
月
18
日
、
本
会

議
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
21
年
度
事
業
報
告
や
決
算
報

告
、
22
年
度
活
動
計
画
案
や
予
算

案
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

21
年
度
政
務
調
査
活
動
を
公
表

21
年
度
交
付
分
の
政
務
調
査
費

に
係
る
収
支
報
告
書
と
出
張
報
告

書
を
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

市
役
所
１
階
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�

交付額（円） 実績額（円） 返還額（円） 執行率（％）

市 民 連 合 議 員 団 � 2,880,000 2,809,568 70,432 97.6
公 明 党 議 員 団 a 2,400,000 2,352,346 47,654 98.0
清 風 会 a 2,400,000 2,133,365 266,635 88.9
日 本 共 産 党 議 員 団 � 1,920,000 1,741,450 178,550 90.7
自 由 新 政 ク ラ ブ � 1,920,000 1,626,716 293,284 84.7
阿 寒 音 別 ク ラ ブ � 1,920,000 1,790,880 129,120 93.3
市 政 ク ラ ブ � 960,000 520,130 439,870 54.2
無 所 属 ・ 二 瓶 雄 吉 議 員 480,000 165,619 314,381 34.5
無 所 属 ・ 藤 原 厚 議 員 480,000 164,768 315,232 34.3

合 計 15,840,000 13,329,809 2,510,191 84.2
無 所 属 ・ 草 島 守 之 議 員 480,000 24,967 455,033 5.2

平成22年第2回5月臨時会審議結果 ○賛成 ×反対

件 名

市 長 提 出 議 案

条 例

契 約

議 長 付 議 議 案

人 事

審

議

結

果

可 決

可 決

完 了

市
民
連
合
議
員
団
�

公
明
党
議
員
団
a

清

風

会
a

自
由
新
政
ク
ラ
ブ
�

阿
寒
音
別
ク
ラ
ブ
�

日
本
共
産
党
議
員
団

�

市

政

ク

ラ

ブ
�

藤
原

厚
議
員

草
島
守
之
議
員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一部改正条例 国民健康保険条例

工事請負 中央小学校第１期建築主体工事（271,740千円）

互選 釧路公立大学事務組合議会補欠議員互選の件（梅津則行氏）

会派名[（ ）内は議員数]
ま た は
無 所 属 議 員 名

平成22年第3回6月定例会審議結果 ○賛成 ×反対

件 名

市 長 提 出 議 案

予 算

議 員 提 出 議 案

意見書

審

議

結

果

可 決

可 決

市
民
連
合
議
員
団
�

公
明
党
議
員
団
a

清

風

会
a

自
由
新
政
ク
ラ
ブ
�

阿
寒
音
別
ク
ラ
ブ
�

日
本
共
産
党
議
員
団

�

市

政

ク

ラ

ブ
�

藤
原

厚
議
員

草
島
守
之
議
員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22年度補正予算 一般会計（212,342千円、総額99,847,447千円）／
老人保健特別会計（33,164千円、総額33,377千円）／介護保険
特別会計（90,328千円、総額11,378,163千円）／動物園事業特
別会計（4,483千円、総額384,416千円）／病院事業会計

地方財政の充実・強化を求める意見書／拉致被害者の早期救
出を求める意見書／釧路市農業の発展に必要な生産基盤整備
等に関する意見書／未就職新卒者の支援策実施を求める意見
書／全ての小規模グループホーム等へスプリンクラー設置の
助成を行うよう求める意見書

会派名[（ ）内は議員数]
ま た は
無 所 属 議 員 名

条 例

制定条例 町区域の設定等に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

一部改正条例 職員の勤務時間等に関する条例／職員の育児
休業等に関する条例／市税条例／精神障害者入院医療費助
成条例及び重度心身障害者医療費助成条例／河川流水占用
料等徴収条例及び普通河川管理条例／港湾環境整備施設条
例／市立高等学校の授業料等に関する条例／大規模運動公
園体育施設条例／火災予防条例／特別職の職員の退職手当
支給条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

廃止条例 公設小売市場条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

財 産

ソフトウエア取得 戸籍システム用ソフトウエア（36,225,000円） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

土地取得 音羽１番２ほか２筆 249,102.82平方メートル（自
然環境保全用地、448,385,076円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

契 約 工事請負 湖畔小学校第２期建築主体工事（922,950千円） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

人 事
選任 固定資産評価員の選任について同意を求める件（岩隈敏彦氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

副市長の選任について同意を求める件（小松正明氏） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同 意

その他

北海道市町村備荒資金組合規約の変更に関する協議の件／辺
地に係る公共的施設の総合整備計画の策定に関する件／和解
成立の件（市立釧路総合病院）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

平成21年度釧路広域市町村圏事務組合各会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

浜中町との定住自立圏形成協定締結について同意を求める件／
鶴居村との定住自立圏形成協定締結について同意を求める件

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同 意

専決処分 一部改正条例 市税条例及び都市計画税条例／国民健康保険条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

※ 現在、無所属議員は３名であるが、二瓶議長は採決に加わっていないため、２名の氏名のみ記載している。

※（ ）内は会派議員数


